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展覧会等のご案内
（すべて３月開催）
 
●シバタホーム…………………４日～　５日

●奥村ファッション……………６日～２１日

●絵画展（増田氏）……………４日～１１日

●シャルレ（池田氏）…………………１２日

●絵画展（中島氏）…………１２日～２１日

●絵画展（河野氏）…………１７日～２５日

●アクセサリー（芸源堂）…２２日～２４日

●陶芸（大澤氏）……………２５日～２６日

●比企春蘭（小林氏）…………………２６日

　　　　～ 今月のおすすめ本～

《海の見える理髪店》　

　第155回直木賞受賞作

【内容紹介】

　伝えられなかった言葉。

忘れられない後悔。もし

も「あの時」に戻ること

ができたら。母と娘、夫

と妻、父と息子。近くて

遠く、永遠のようで儚い

家族の日々を描く物語六

編。誰の人生にも必ず訪

れる、喪失の痛みとその先に灯る小さな光が胸に染

みる家族小説集です。
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